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研究内容 
［１］天然物を原料とする高性能高分子素材の開発 
・動植物が作り出す化合物は、厳密に規定された立

体構造と複数の反応性基をもつ。そのため、医薬
品の原料としてはもちろんのこと、今後はさまざ
まな材料を合成するための原料としての活用が
期待されている。 

・特に、単糖類やその類縁体は、植物由来の原料と
して、また環状の中心骨格と多数のヒドロキシ基
をもつ多官能化合物として興味深い。 

・当研究室では米糠や豆皮などから得られる myo-
イノシトールに着目し、それらの位置選択的な化
学反応を用いることで新たな高分子素材を得る
ことを目的に検討を行っている。 

・これらの天然の化合物がもつ環状の骨格が高分子
へと導入されることで、透明性・強度・耐熱性等
に優れた高分子が得られることがを期待してい
る。 

 

 

 
・myo-イノシトールは剛直な骨格をもつジオールへ

と誘導することが可能である。このジオールを用
いて合成した高分子は、主鎖中に剛直な骨格をも
つため、それらのガラス転移温度（貯蔵弾性率が
急激に低下する温度）は 200 °C を超え、高耐熱
性樹脂として利用可能であることを明らかにし
た[1]。なお、このジオールを汎用ジオールと併用
することで、得られる高分子の耐熱性を向上させ
ることが可能である。 

 

 

 
・myo-イノシトールから誘導したアダマンタン類似

の剛直骨格をもつモノマーのラジカル重合を行
うと、その一部が極めて剛直な環状構造からなる
高分子を与えることが明らかになった[2]。３つの
重合部位が環化する例は極めて珍しい。 

 

 

 
［２］可視光を駆動力とする炭素-炭素結合生成反応

の開発 
・多環芳香族化合物の一つ、ペリレンが、イミン類

のカップリング反応の光レドックス触媒として
働くことを見出した。光照射には市販の白色 LED 
を用いることが可能であり、今後は太陽光の利用
への展開が期待できる[3]。 
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